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は
じ
め
に

以
前
、
本
誌
第
二
号
（
平
成
一
四
年
二
月
二
五
日
発
行
）
に
お
い
て
、
私
は
当

館
が
所
蔵
す
る
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
加
藤
家
文
書
を
も
と
に
、
安
政
四
年
度
の

信
楽
御
役
所
支
配
河
内
国
南
方
五
郡
の
江
戸
廻
米
に
つ
い
て
当
時
の
状
況
を
ま
と

め
た
。
今
回
は
、
同
様
に
同
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
河
内
国
の
二
条
詰
米
に
つ
い

て
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
み
た
い
と
考
え
た
。
た
だ
、
江
戸
廻
米
に
つ

い
て
は
、
加
藤
勘
左
衛
門
が
安
政
四
年
度
の
納
庄
屋
を
務
め
た
た
め
、
史
料
が
体

系
的
に
残
っ
て
い
た
が
、
二
条
詰
米
に
つ
い
て
は
、
一
定
時
期
の
体
系
的
な
史
料

群
が
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
中
で
、
二
条
詰
米
の
歴
史
的
推
移
を
理
解
す

る
と
い
う
視
点
か
ら
、
有
為
な
史
料
を
ご
紹
介
し
た
い
。
特
に
本
稿
で
は
、
二
条

詰
米
の
納
宿
株
が
廃
止
さ
れ
る
寛
政
年
間
か
ら
、
二
条
車
方
の
衰
微
が
顕
著
に
な

る
化
政
期
を
経
て
、
嘉
永
期
ご
ろ
ま
で
の
状
況
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

一
　
御
厨
村
の
年
貢
米
納
内
訳
の
推
移

詰
米
と
は
、
江
戸
幕
府
が
諸
地
方
の
御
蔵
に
常
置
せ
る
常
備
米
、
つ
ま
り
備
荒

貯
穀
を
目
的
と
し
た
囲
米
で
、
年
々
上
納
米
の
一
定
量
を
蔵
に
納
め
、
前
年
の
米

は
売
却
し
て
換
金
し
た
。

（
１
）

二
条
御
蔵
の
詰
米
は
、
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
で
、

河
内
国
幕
府
直
轄
領
の
年
貢
六
分
方
米
納
は
、
こ
れ
以
外
に
江
戸
廻
米
、
大
坂
蔵

詰
の
三
ヶ
所
納
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
河
内
国
の
布
施
地
方
で
租
米
が
二
条
御
蔵

に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
寛
永
末
期
か
ら
で
あ
る

（
２
）

が
、
享
保
一
五
年

（
一
七
三
〇
）
に
至
り
、
幕
府
は
凶
年
の
手
当
と
し
て
貯
穀
を
命
じ
、
さ
ら
に
詰
米

を
御
用
米
と
改
称
す
る
こ
と
を
達
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
詰
米
は
備
荒
貯
穀
の
性

格
が
明
確
に
な
っ
た
。

（
３
）

こ
こ
で
、
加
藤
家
文
書
に
残
る
歴
年
の
年
貢
皆
済
目
録
か
ら
、
御
厨
村
の
年
貢

六
分
方
米
納
の
内
訳
を
表
１
に
示
す
。
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
年
代
や
、
残
っ
て

河
内
国
幕
府
直
轄
領
の
二
条
詰
米
史
料

池

田
　
治

司
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い
て
も
各
蔵
納
の
内
訳
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
宝
暦
期
か
ら
文

化
期
に
か
け
て
は
、
お
よ
そ
の
推
移
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
表
を
見
る
と
、
御
厨
村
の
年
貢
米
納
は
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
に
か
け
て
は

二
条
詰
米
が
中
心
で
あ
り
、
江
戸
廻
米
・
大
坂
蔵
詰
は
隔
年
で
し
か
行
わ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
先
述
の
と
お
り
、
幕
府
が
凶
年
の
た
め
の
備
荒
貯
穀
を
重
視
し
て

い
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
村
方
か
ら
の
訴
願
を
も
と
に
京
都
の

納
宿
が
廃
止
に
な
っ
た
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

（
４
）

ご
ろ
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
納
米

入
用
が
軽
減
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
条
詰
米
の
比
率
が
減
少
し
、
江
戸
廻

米
に
比
重
が
移
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
幕
府
直
轄
領
に
お
け
る

貯
穀
を
軽
視
す
る
傾
向
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
、
寛
政
期
よ
り

前
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
下
穀
置
米
や
囲
籾
と
い
っ
た
項
目
が
出
て
き
て

い
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
頃
か
ら
の
二
条
車
方
の
衰
微
で
蔵
納
が
滞
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
、
二
条
詰
米
減
少
の
一
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

二
　
京
都
納
宿
廃
止
前
後
の
二
条
詰
米
納
仕
法

京
都
納
宿
廃
止
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
森
杉
夫
氏
の
論
文
「
寛
政
改
革
期
の
納

宿
廃
止
」

（
４
）

に
詳
し
い
が
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
て
お
く
。

蔵
納
の
手
続
き
が
繁
雑
を
き
わ
め
、
百
姓
に
と
っ
て
大
き
な
苦
痛
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
納
宿
が
宝
暦
ご
ろ
に
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
、
年
貢
米
の
水
揚
げ
・
内

拵
か
ら
蔵
納
に
い
た
る
一
切
の
事
務
を
引
き
受
け
、
明
和
期
に
は
株
仲
間
を
許
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

京
都
二
条
詰
米
の
納
宿
株
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
若
狭
屋
藤
次
郎
・
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木
薬
屋
平
蔵
・
河
内
屋
武
兵
衛
・
木
薬
屋
平
右
衛
門
・
久
下
屋
市
三
郎
・
若
狭
屋

長
次
郎
の
六
人
に
免
許
さ
れ
た
。
そ
の
勤
方
仕
様
書
に
は
、

①
内
拵
は
五
斗
入
り
五
斗
一
升
五
合
を
目
当
に
込
米
す
る
。

②
蔵
敷
筵
は
一
〇
〇
石
に
つ
き
五
枚
づ
つ
と
し
、
一
枚
に
つ
き
銀
四
分
五
厘
を
村

方
か
ら
受
取
っ
て
上
納
す
る
。

③
納
宿
の
働
給
米
は
納
米
一
俵
に
つ
き
一
合
の
割
合
で
村
方
か
ら
受
取
る
。

④
内
拵
の
時
に
使
用
し
た
敷
筵
・
秤
・
枡
・
箕
・
鎌
そ
の
ほ
か
の
小
道
具
の
損
料

と
し
て
、
納
米
五
斗
入
り
一
俵
に
つ
き
、
米
三
勺
づ
つ
受
取
る
。

⑤
御
蔵
人
足
請
負
方
か
ら
差
し
出
し
た
内
拵
人
足
賃
米
を
五
斗
入
一
俵
に
つ
き
七

勺
づ
つ
村
方
か
ら
受
取
る
。

⑥
米
を

出
し
、
も
し
急
雨
で
蔵
納
が
延
引
し
た
場
合
は
、
借
蔵
へ
取
り
込
む
か

ら
、
そ
の
出
し
入
れ
の
人
足
賃
を
、
一
俵
に
つ
き
銀
七
厘
の
割
合
で
村
方
か
ら

支
払
っ
て
も
ら
う
。

⑦
刎
米
が
あ
っ
て
ひ
き
と
る
時
に
は
、
刎
米
一
俵
に
つ
き
請
負
値
段
三
厘
五
毛
づ

つ
を
村
方
か
ら
受
取
る
。

⑧
染
濡
俵
切
替
な
ら
び
に
鼠
喰
俵
な
ど
の
取
替
は
、
内
雇
人
足
に
さ
せ
る
。

⑨
紙
墨
代
は
納
宿
が
負
担
す
る
。

⑩
株
免
許
の
冥
加
と
し
て
、
御
蔵
賃
人
足
二
〇
〇
人
分
の
賃
銀
を
、
納
宿
が
差
し

出
し
た
人
足
請
負
値
段
一
人
当
り
の
賃
銀
の
割
合
で
上
納
す
る
。

な
ど
の
詳
細
な
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
一
方
で
、
納
米
に

不
足
を
生
じ
た
場
合
の
、
村
方
へ
の
不
足
分
の
利
貸
も
行
っ
て
い
た
の
で
、
次
第

に
優
位
な
立
場
を
利
用
し
て
不
当
な
要
求
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
村
方
が
難
渋
し

た
の
で
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）、
角
倉
与
一
・
小
堀
数
馬
・
石
原
清
左
衛
門
・

羽
倉
権
九
郎
・
竹
垣
三
右
衛
門
代
官
所
の
摂
河
州
村
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
代
官
所
へ

京
都
・
大
坂
の
納
宿
株
の
廃
止
を
願
い
出
た
。

こ
れ
を
受
け
て
当
時
上
洛
し
て
い
た
勘
定
吟
味
役
村
垣
定
左
大
夫
が
、
同
年

一
一
月
に
大
坂
の
納
宿
廃
止
を
執
行
し
た
。
京
都
納
宿
株
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

同
一
二
月
に
再
度
訴
願
が
行
わ
れ
た
が
、
ま
ず
支
配
代
官
所
を
経
由
し
て
願
い
出

よ
と
の
申
渡
し
が
あ
り
、
改
め
て
呼
び
出
し
の
上
、
納
方
の
取
締
上
の
利
点
や
御

蔵
方
の
差
支
え
が
な
い
訳
を
書
面
に
て
回
答
せ
よ
と
の
こ
と
で
、
一
旦
帰
村
の
上
、

時
期
的
に
年
貢
取
立
な
ど
で
吟
味
を
命
じ
ら
れ
て
は
差
支
え
る
こ
と
か
ら
、
来
春

ま
で
の
吟
味
の
延
期
を
申
し
入
れ
た
。

翌
年
角
倉
与
一
代
官
所
の
河
州
惣
代
ら
は
、
大
坂
納
宿
廃
止
で
京
都
納
宿
は
自

粛
し
、
現
状
で
も
村
方
不
勝
手
の
筋
も
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
納
宿
廃
止
の
訴
願

を
取
り
下
げ
る
旨
の
申
し
出
を
し
た
が
、
再
度
河
州
総
代
ら
は
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
、

廃
止
の
方
向
で
代
官
所
よ
り
尋
問
を
受
け
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
辿
り
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
八
月
に
京
都
納
宿
株

が
「
御
取
放
」
に
な
り
、
納
宿
の
み
な
ら
ず
、
内
雇
人
足
や
鳥
羽
・
伏
見
問
屋
に

つ
い
て
も
、
村
方
の
勝
手
次
第
で
都
合
の
よ
い
者
を
選
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

以
上
が
京
都
納
宿
廃
止
ま
で
の
経
緯
で
あ
る
が
、
森
論
文
に
は
、
そ
れ
以
後
の

納
仕
法
変
遷
の
経
緯
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

京
都
納
宿
株
の
廃
止
後
、
内
藤
重
三
郎
・
小
堀
縫
殿
代
官
所
支
配
の
村
々
で
は
、

そ
れ
ま
で
納
宿
株
の
者
が
し
て
い
た
内
雇
人
足
を
差
し
出
す
人
足
差
配
人
を
、
相
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談
の
上
三
条
神
泉
苑
町
西
へ
入
の
鍵
屋
四
郎
兵
衛
に
選
定
し
、
以
下
の
仕
法
を
代

官
所
に
願
い
出
た
。

①
人
足
・
差
配
料
を
米
一
石
に
つ
き
銀
壱
分
八
厘
づ
つ
の
割
合
で
支
払
う
。

②
人
足
差
配
に
つ
い
て
は
、
御
蔵
場
へ
出
張
し
た
納
百
姓
の
差
配
を
う
け
、
代
官

所
の
村
方
へ
の
御
用
は
、
人
足
差
配
人
を
通
じ
て
通
達
を
受
け
る
。
も
っ
と
も
、

人
足
差
配
の
職
は
永
続
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
年
に
限
る
。

③
鳥
羽
・
伏
見
問
屋
と
相
談
の
上
、
従
来
蔵
敷
水
揚
賃
と
し
て
、
米
一
石
に
つ
き

三
合
三
勺
づ
つ
増
米
し
、
六
合
六
勺
と
す
る
。
そ
の
代
わ
り
、
道
中
筋
の
車
方

の
責
任
で
欠
米
が
出
来
た
場
合
は
、
そ
の
欠
石
を
問
屋
に
弁
償
さ
せ
る
。

な
ど
で
あ
る
。

幕
府
は
、
村
方
の
訴
願
に
応
じ
て
納
宿
を
廃
止
す
る
一
方
で
、
村
方
に
対
し
て

も
厳
し
い
態
度
で
臨
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
納
百
姓
を
年
ご
と
に
決
め
て

い
て
は
、
万
一
そ
の
者
に
支
障
が
で
き
れ
ば
、
不
慣
れ
な
納
百
姓
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
村
々
が
順
番
で
代
わ
り
交
代
に
勤
め
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
、
こ

れ
に
応
じ
て
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
一
〇
月
付
で
村
々
は
請
書
を
提
出
し
た
。

ま
た
、
同
三
年
一
一
月
に
は
、
上
乗
は
百
姓
が
直
乗
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
上

乗
を
雇
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
風
聞
で
あ
っ
て
も
吟
味
を
申
し
つ
け
る
と
厳

命
し
た
。

以
上
が
前
記
森
論
文
の
概
要
で
あ
る
が
、
加
藤
家
文
書
の
「
二
条
御
蔵
納
宿
一

件
写
」

（
５
）

に
も
こ
の
内
容
を
裏
付
け
る
同
様
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
か

ら
森
論
文
を
補
足
し
て
み
よ
う
。

同
史
料
に
は
、
ま
ず
「
明
和
元
申
年
二
条
御
蔵
納
宿
株
願
上
勤
方
仕
様
書
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
記
六
人
の
納
宿
願
人
が
宝
暦
一
四
年
（
一
七
六
四
）

正
月
に
提
出
し
た
願
書
で
、
同
申
年
六
月
に
明
和
元
年
に
改
元
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
京
都
納
宿
株
は
こ
の
年
に
、
前
記
論
文
に
書
か
れ
た
勤
方
仕
様
書
を
添
え

て
願
い
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
仕
様
の
一
項
目
と
し
て
、
前
記
論
文
に
は
挙

げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
最
終
項
に
「
二
條
御
蔵
納
ニ
付
諸
入
用
之
儀
者
去
九

年
已
然
子
年
御
蔵
御
役
所
ニ
於
て
御
吟
味
御
座
候
節
奉
書
上
候
通
り
外
入
用
少
茂

無
御
座
候
右
入
用
相
極
候
最
初
之
儀
者
難
相
知
候
得
共
古
来

右
之
通
り
請
取
来

り
申
候
」
と
あ
る
。「
去
九
年
已
然
子
年
」
と
は
宝
暦
一
四
年
か
ら
九
年
前
の
子
年

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年

に
入
用
に
関
し
吟
味
が
あ
り
、
最
初
は
知
ら
な
い
が
、
古
来
か
ら
仕
様
書
の
と
お

り
受
取
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
京
都
納
宿
の
成
立
は
宝
暦
六
年
を
遡
る
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
の
願
書
に
添
え
て
、
内
雇
人
足
仲
間
か
ら
も
同
様
に
、
人
数
二
五
人
、
賃
米

一
俵
に
つ
き
米
七
勺
づ
つ
に
て
粗
相
な
く
勤
め
る
こ
と
を
定
め
た
一
札
を
申
し
出

て
い
る
。

次
に
、
京
都
納
宿
株
廃
止
以
後
の
、
鍵
屋
四
郎
兵
衛
を
人
足
差
配
人
に
選
定
す

る
こ
と
を
定
め
た
「
寛
政
二
年
戌
年
八
月
二
条
御
蔵
納
米
仕
様
願
書
」
に
は
、
前

記
三
項
目
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
仕
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

・
内
拵
の
際
は
、
御
出
役
立
会
の
上
、
秤
や
枡
を
改
め
、
仮
御
蔵
へ
納
め
、
か
つ

込
米
に
は
込
上
戸
を
使
用
す
る
こ
と
。

・
御
蔵
仮
納
の
際
、
分
違
の
俵
は
別

に
す
る
が
、
免
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
分
違

に
て
も
御
蔵
戸
前
に
て
納
庄
屋
が
連
印
に
て
封
印
し
、
翌
日
連
印
し
た
者
が
立
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会
の
上
開
封
す
る
こ
と
。

・
上
納
筵
代
銀
は
、
従
来
通
り
納
米
と
は
別
に
割
賦
し
、
四
郎
兵
衛
方
よ
り
納
め

る
こ
と
。

・
諸
道
具
は
不
同
の
な
い
よ
う
に
、
毎
年
点
検
を
し
て
差
し
出
す
こ
と
。

・
刎
米
は
納
百
姓
が
引
き
取
り
、
相
応
の
石
高
を
納
め
る
こ
と
。

・
御
蔵
奉
行
が
見
分
の
蔵
納
の
際
は
、
従
来
通
り
様
俵
の
枡
廻
は
納
百
姓
が
行
う

こ
と
。

・
村
方
は
納
俵
を
升
目
貫
目
を
確
か
め
て
入
念
に
津
出
し
し
、
大
坂
備
前
嶋
神
崎

屋
に
て
村
方
一
統
で
升
目
貫
目
を
改
め
て
船
に
積
み
、
確
か
な
者
を
上
乗
さ
せ

て
渡
す
。
鳥
羽
伏
見
へ
着
船
の
際
に
は
、
上
乗
・
問
屋
立
会
の
上
、
受
け
渡
し

を
し
、
そ
こ
か
ら
御
蔵
場
ま
で
は
問
屋
が
引
き
受
け
て
引
登
せ
る
。
御
蔵
場
に

て
は
納
百
姓
・
問
屋
・
人
足
差
配
人
立
会
の
上
、
改
め
て
受
取
る
。
そ
の
時
万

一
欠
石
が
あ
れ
ば
、
問
屋
方
が
弁
償
す
る
。

そ
し
て
、
寛
政
二
年
一
〇
月
の
村
方
の
納
百
姓
持
ち
回
り
の
請
書
の
同
時
期
に
、

内
藤
重
三
郎
・
小
堀
縫
殿
両
代
官
所
か
ら
村
方
へ
三
点
に
つ
き
お
尋
ね
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。

①
蔵
納
が
車
方
の
遅
延
に
て
遅
れ
、
内
拵
が
当
日
で
仕
上
が
ら
ず
、
ま
た
は
、
急

雨
等
で
出
来
な
か
っ
た
時
は
、
こ
れ
ま
で
は
一
旦
御
仮
蔵
に
入
れ
、
翌
日
ま
た

出
し
て
内
拵
を
続
行
し
た
が
、
度
々
納
米
を
出
し
入
れ
し
て
は
欠
米
の
も
と
と

な
り
、
人
足
費
も
嵩
む
の
で
、
御
蔵
の
外
に
輪
木
を
敷
き
、
納
米
を

上
し
て

筵
か
菰
で
囲
い
翌
日
ま
で
そ
の
ま
ま
置
い
て
お
け
ば
、
村
方
の
た
め
に
も
勝
手

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答○
も
し
、
強
雨
が
降
れ
ば
、
防
雨
を
し
て
も
上
下
ま
で
濡
れ
、
米
に
も
水
気
が

入
り
安
心
で
き
な
い
の
で
、
従
来
通
り
御
仮
蔵
へ
入
れ
て
お
き
た
い
。

②
鳥
羽
伏
見
問
屋
が
二
〇
人
限
り
で
は
手
狭
に
て
、
差
支
え
も
あ
ろ
う
。
問
屋
の

不
抱
入
用
の
請
求
な
ど
の
取
締
に
つ
い
て
も
相
談
す
る
よ
う
に
と
の
仰
付
。

答○
差
当
た
り
心
当
た
り
も
な
く
、
諸
入
用
は
抑
え
る
よ
う
に
問
屋
へ
掛
け
合
う

の
で
、
今
年
は
従
来
の
問
屋
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
。

③
内
拵
に
用
い
る
千
木
秤
枡
は
、
御
蔵
で
拝
借
を
頼
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

で
は
重
複
す
る
の
で
、
十
分
相
談
す
る
よ
う
に
。

答○
拝
借
が
難
し
け
れ
ば
、
村
々
で
整
え
、
御
出
役
の
改
め
を
受
け
る
。

こ
の
内
容
か
ら
は
、
納
宿
廃
止
の
経
緯
に
関
連
し
て
、
入
用
の
抑
制
に
配
慮
す

る
代
官
所
の
姿
勢
が
み
え
る
。

寛
政
二
年
の
仕
様
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
人
足
差
配
人
は
一
年
限
り
の
約
定
で

あ
り
、
そ
の
後
差
配
人
は
交
替
し
て
い
て
、
そ
の
都
度
村
方
と
の
仕
様
書
を
交
わ

し
て
い
る
。「
二
条
御
蔵
納
宿
一
件
写
」
に
は
、
そ
の
後
二
度
に
わ
た
る
仕
様
書
の

記
録
が
残
っ
て
い
る
。
一
つ
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
八
月
付
に
て
京
大
宮
通

三
条
上
ル
町
の
近
江
屋
六
三
郎
と
交
わ
し
た
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
寛
政
一
〇
年

（
一
七
九
八
）
六
月
付
に
て
京
都
神
泉
苑
町
の
鍵
屋
茂
右
衛
門
と
交
わ
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
寛
政
六
年
の
仕
様
書
の
奥
書
に
は
「
尤
是
迄
灰
屋
作
兵
衛
相
勤
候

仕
様
通
ニ
相
替
儀
無
御
座
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
近
江
屋
以
前
に
は
灰
屋
作
兵
衛

が
人
足
差
配
人
を
勤
め
て
い
て
、
ま
た
、
仕
様
書
の
内
容
に
大
き
な
変
更
は
な
い
。

そ
の
内
容
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

寛
政
六
年
の
仕
様
書
各
条
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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①
二
条
御
蔵
詰
米
の
御
蔵
場
内
拵
人
足
請
負
を
近
江
屋
六
三
郎
が
勤
め
る
旨
、
郡

中
に
掛
け
合
い
次
の
よ
う
に
定
め
た
こ
と
。

②
内
拵
は
御
蔵
場
へ
着
き
次
第
、
即
日
納
で
き
る
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
。
万
一
、

御
蔵
場
で
の
枡
廻
し
の
際
に
欠
石
が
あ
っ
て
、
再
拵
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
で
も
、

こ
の
人
足
賃
は
別
途
申
し
受
け
な
い
こ
と
。

③
人
足
差
配
料
と
し
て
、納
米
一
石
に
つ
き
、
銀
一
分
五
厘
の
賃
銀
で
勤
め
る
こ
と
。

④
御
蔵
場
で
内
拵
に
使
用
す
る
千
木
・
枡
は
村
方
が
準
備
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

千
木
緒
の
掛
替
代
に
つ
い
て
は
、
納
米
百
石
に
つ
き
一
分
五
厘
と
定
め
て
、
差

配
人
に
わ
た
す
こ
と
。
か
つ
、
敷
筵
・
込
上
戸
・
箕
そ
の
他
の
諸
道
具
入
用
は
、

差
配
料
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
。

⑤
泥
弾
き
上
菰
は
村
方
に
て
引
き
取
る
が
、
急
雨
の
際
は
雨
濡
手
当
や
人
足
賃
と

し
て
、
こ
の
上
菰
を
申
受
け
、
別
途
費
用
は
請
求
し
な
い
こ
と
。

⑥
刎
米
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
を
村
方
に
て
引
き
取
る
も
、
京
都
で
売
払
う
も
、

村
方
の
意
志
次
第
で
あ
る
こ
と
。
京
都
に
て
売
払
う
場
合
は
、
時
々
の
相
場
を

も
っ
て
、
納
庄
屋
と
十
分
に
相
対
し
、
買
い
受
け
る
こ
と
。

⑦
刎
米
が
多
く
納
米
が
不
足
し
た
時
は
、
御
役
所
の
了
承
の
上
、
御
蔵
出
米
を
も

っ
て
仕
替
え
る
と
き
は
、
納
米
百
石
に
つ
き
出
入
人
足
賃
共
で
刎
米
売
払
金
額

と
御
蔵
出
米
仕
替
金
額
と
の
間
銀
三
匁
二
分
以
下
に
て
、
人
足
差
配
人
が
引
き

受
け
る
こ
と
。

⑧
御
蔵
場
休
息
所
茶
料
は
、
納
米
百
石
に
つ
き
銀
五
分
を
、
人
足
差
配
人
へ
渡
す

こ
と
。

⑨
村
方
へ
用
向
き
の
あ
る
場
合
は
、
納
庄
屋
年
寄
百
姓
衆
中
が
逗
留
す
る
宿
へ
掛

け
合
い
に
出
向
き
、
村
方
よ
り
差
配
人
に
用
事
が
あ
る
場
合
は
、
早
速
出
向
き

委
細
を
聞
く
こ
と
。
ま
た
以
上
の
よ
う
な
条
件
で
人
足
差
配
を
請
け
負
う
が
、

そ
の
任
務
は
永
続
的
な
も
の
で
は
な
く
、
寅
年
一
ヶ
年
の
契
約
と
す
る
が
、
特

に
仕
法
は
変
え
な
い
こ
と
。

そ
し
て
、
寛
政
一
〇
年
六
月
付
の
仕
様
書
に
は
、
①
〜
⑨
に
相
当
す
る
項
目
は

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
次
の
一
項
目
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
概

ね
慣
例
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

・
上
納
筵
代
は
、
納
米
百
石
に
つ
き
五
枚
と
し
、
一
枚
に
つ
き
銀
四
分
五
厘
を
差

配
人
へ
渡
す
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
納
米
仕
法
の
変
遷
を
経
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
寛
政
六
年
九

月
に
は
、
近
江
屋
六
三
郎
と
仕
様
書
を
交
わ
し
た
小
堀
縫
殿
代
官
所
支
配
の
若
江

郡
と
同
様
、
河
内
国
茨
田
郡
で
は
、
京
都
三
文
字
屋
伊
兵
衛
と
人
足
差
配
請
負
の

仕
様
書
を
交
わ
し
、
仕
法
を
決
め
て
い
る
。

（
６
）

こ
の
内
容
を
見
る
と
、
請
負
差
配
人

は
違
え
、
ほ
ぼ
同
様
の
取
決
め
を
し
て
お
り
、
任
意
に
差
配
人
や
問
屋
と
契
約
を

交
わ
し
て
い
る
と
は
い
え
、
二
条
詰
米
納
仕
法
は
あ
る
程
度
慣
例
化
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
の
鳥
羽
・
伏
見
問
屋
と
の
約
定
に
つ
い
て
は
、「
二
条
御
蔵
納

宿
一
件
写
」
に
は
記
載
が
な
い
。『
布
施
市
史
』
第
二
巻
に
は
、
寛
政
一
一
年
（
一

七
九
九
）
八
月
付
で
池
田
仙
九
郎
代
官
所
支
配
村
々
が
鳥
羽
・
伏
見
問
屋
と
取
り

交
わ
し
た
請
負
仕
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
升
廻
し
の
基
準
は

一
俵
に
つ
き
五
斗
一
升
八
合
と
、
明
暦
元
年
の
取
決
め
か
ら
三
合
増
え
て
お
り
、

た
と
え
ば
、
船
一
艘
に
つ
き
三
俵
づ
つ
升
廻
し
に
か
け
、
三
俵
の
う
ち
二
俵
が
基
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準
を
満
た
し
て
い
て
も
、
一
俵
が
五
斗
一
升
五
合
で
あ
れ
ば
、
三
合
の
欠
米
分
を

着
米
俵
数
の
三
分
の
一
に
か
け
て
村
方
か
ら
受
取
る
と
い
う
よ
う
な
細
か
な
規
定

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
羽
・
伏
見
の
水
揚
蔵
敷
賃
米
を
六
合
六
勺
と
す
る

な
ど
は
、
寛
政
二
年
の
仕
様
書
の
規
定
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鳥
羽
着
米

の
瀬
取
船
賃
が
一
八
石
積
で
米
一
石
に
つ
き
銀
一
分
一
厘
と
い
う
新
た
な
項
目
も

増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
約
定
期
間
は
一
ヶ
年
限
り
と
な
っ
て
い
る
。

『
布
施
市
史
』
第
二
巻
に
は
、
弁
米
規
定
の
変
遷
に
つ
い
て
解
説
が
付
さ
れ
、

寛
政
一
一
年
に
は
御
蔵
場
に
て
の
弁
米
は
、
問
屋
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
漸
次
負
担
が
村
方
へ
移
行
さ
れ
、
化
政
・
天
保
期
の
双
方
負
担
を
経
て
、

や
が
て
は
村
方
の
全
面
負
担
に
な
る
と
記
さ
れ
、
納
宿
株
が
廃
さ
れ
て
も
次
第
に

問
屋
側
が
村
方
に
対
し
て
優
位
な
立
場
に
立
っ
て
い
く
様
子
が
わ
か
る
。

三
　
寛
政
末
期
以
降
の
問
屋
請
負
の
変
遷

河
内
国
の
二
条
詰
米
は
、
伏
見
・
鳥
羽
・
横
大
路
の
浜
で
水
揚
げ
さ
れ
、
問
屋

の
牛
車
で
二
条
城
内
に
あ
る
御
蔵
ま
で
運
送
さ
れ
た
。
三
浜
へ
は
大
阪
か
ら
淀
川

筋
を
遡
行
し
、
伏
見
浜
は
宇
治
川
沿
岸
に
、
鳥
羽
・
横
大
路
浜
は
桂
川
・
鴨
川
沿

岸
で
水
揚
げ
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
伏
見
問
屋
の
車
方
は
竹
田
街
道
を
利
用
し
、
一

方
、
鳥
羽
・
横
大
路
問
屋
の
車
方
は
鳥
羽
街
道
を
利
用
し
て
、
詰
米
を
二
条
ま
で

牽
き
登
っ
た
。

牛
車
に
よ
る
輸
送
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、
街
道
の
破
損
や
畜
力
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
る
排
泄
物
の
処
理
が
浮
か
ぶ
。
本
論
か
ら
外
れ
る
が
、
こ
れ
は
一
般
に

は
、
街
道
筋
に
輪
石
を
敷
い
て
道
路
整
備
を
図
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

（
８
）

ま
た
、『
都
名

所
図
会
』
や
『
淀
川
両
岸
一
覧
』
の
挿
絵
に
、
竹
田
街
道
筋
を
二
条
御
蔵
へ
の
詰

米
を
運
ぶ
牛
車
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
人
道
に
沿
っ
て
車
道

が
別
に
設
け
ら
れ
、
車
道
は
人
道
よ
り
一
段
低
い
溝
状
に
な
っ
て
い
て
、
水
流
が

引
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
河
内
国
の
二
条
詰
米
問
屋
請
負
の
形
態
に
お
け
る
寛
政
期
以
降
の
変
化

と
し
て
は
、
享
和
元
年
か
ら
の
横
大
路
問
屋
の
差
加
え
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に

関
し
、「
二
条
御
詰
米
着
船
問
屋
場
手
広
願
」

（
９
）

か
ら
、
そ
の
経
緯
が
窺
え
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
寛
政
二
年
の
納
宿
株
廃
止
後
、
問
屋
も
村
方
の
勝
手
次
第
で
決
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
従
来
の
鳥
羽
・
伏
見
の
問
屋
で
は
、
取
引
の
あ
る
四
軒

の
内
、
身
上
不
如
意
の
者
も
出
て
き
て
手
狭
で
あ
る
の
で
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七

九
八
）
に
池
田
仙
九
郎
代
官
所
及
び
篠
山
十
兵
衛
代
官
所
支
配
村
々
惣
代
よ
り
横

大
路
問
屋
の
差
加
え
を
京
都
御
奉
行
所
へ
願
い
出
た
。
そ
れ
で
、
一
旦
村
々
の
訴

願
は
落
ち
着
い
た
が
、
鳥
羽
問
屋
の
与
三
郎
が
篠
山
十
兵
衛
代
官
所
支
配
の
河
州

石
川
郡
山
田
村
・
喜
志
村
、
古
市
郡
古
市
村
・
誉
田
村
四
ヶ
村
の
刎
米
売
払
代
銀

約
十
四
五
貫
目
を
取
り
込
む
と
い
う
不
埒
が
あ
り
、
残
る
問
屋
は
鳥
羽
で
は
又
左

衛
門
一
人
と
な
っ
た
。
伏
見
問
屋
に
し
て
も
、
従
前
取
引
の
あ
っ
た
日
野
屋
喜
太

郎
・
河
内
屋
宗
助
の
う
ち
、
宗
助
が
退
き
、
そ
の
後
を
他
の
問
屋
が
勤
め
て
い
る

が
、
取
引
が
な
く
身
上
が
不
確
か
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

続
い
て
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
三
月
二
四
日
に
も
、
同
様
の
訴
願
が
、
摂
河

村
々
よ
り
篠
山
十
兵
衛
・
池
田
仙
九
郎
・
木
村
周
蔵
各
代
官
所
宛
に
出
さ
れ
て
い

る
。

（
10
）

こ
こ
に
は
、
下
鳥
羽
村
と
横
大
路
村
の
問
屋
出
入
に
よ
る
、
享
保
年
中
に
お

け
る
横
大
路
村
の
問
屋
手
離
れ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
出
入
の
史
料
は
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『
史
料
京
都
の
歴
史
』
第
一
六
巻
伏
見
区
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）

そ
れ
に
よ
る
と
、

横
大
路
問
屋
手
離
れ
の
申
付
は
享
保
六
年
一
一
月
二
日
付
に
て
東
御
役
所
に
お
い

て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
も
ふ
ま
え
て
、
敢
え
て
横
大
路
村
問
屋
差
加
え
を

願
出
た
こ
と
に
対
す
る
御
糺
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
、
与
三
郎
の
不
埒
に
加
え
、
又

左
衛
門
の
病
気
に
よ
り
、
下
鳥
羽
村
問
屋
不
如
意
の
旨
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
一
方

伏
見
の
場
合
は
、
鳥
羽
街
道
筋
問
屋
の
下
鳥
羽
と
横
大
路
の
よ
う
な
出
入
の
経
緯

も
な
く
、
勝
手
次
第
に
差
加
え
が
で
き
る
の
で
差
障
は
な
い
と
し
て
、
手
広
願
を

差
し
控
え
て
い
る
。
こ
の
願
書
提
出
時
に
は
請
負
を
依
頼
す
べ
き
横
大
路
問
屋
の

調
査
も
済
ん
で
お
り
、
九
郎
兵
衛
・
四
郎
右
衛
門
・
清
左
衛
門
三
人
の
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
下
鳥
羽
村
問
屋
の
衰
微
は
、
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
享
保
年
中
頃
ま
で
は
村
内
問
屋
数
は
六
七
軒
も
あ
り
、
困
窮
に
よ
り
段
々
減

少
し
て
き
た
。
安
永
年
中
に
は
四
九
軒
に
な
り
、
寛
政
元
年
に
は
三
〇
軒
ほ
ど
に

な
っ
て
い
て
、
そ
の
翌
年
に
は
一
九
軒
に
ま
で
減
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
寛
政

二
年
一
一
月
に
二
条
詰
米
運
送
請
負
ま
で
容
赦
を
申
し
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
12
）

横
大
路
問
屋
が
加
え
ら
れ
て
以
後
も
、
車
方
の
衰
微
は
二
条
詰
米
運
送
に
影
響

を
与
え
る
。
納
米
運
送
が
遅
延
し
、
夏
越
し
し
て
七
、
八
月
ま
で
か
か
る
こ
と
も

あ
り
、
仮
蔵
に
放
置
さ
れ
た
納
米
は
虫
付
き
・
痛
米
で
多
量
の
刎
米
が
で
て
、
安

価
で
売
却
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
引
替
米
を
購
入
す
る
と
多
額
の
損
益
と
な
る
。
し
か

も
納
庄
屋
の
逗
留
も
延
び
入
用
も
嵩
み
村
方
は
難
渋
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
13
）

「
鳥
羽
伏
見
横
大
路
三
箇
所
車
方
一
件
」

（
14
）

に
よ
る
と
、
御
蔵
奉
行
の
出
役
連
中

よ
り
小
堀
代
官
所
宛
に
、
同
代
官
所
支
配
摂
河
泉
州
村
々
の
文
化
二
年
（
一
八
〇

五
）
丑
年
の
「
二
条
御
詰
米
大
豆
車
牽
」
は
、
去
年
の
実
績
に
照
ら
す
と
、
六
月

中
旬
ま
で
か
か
り
、
村
方
は
難
渋
す
る
と
し
、
次
の
仮
仕
出
の
通
り
車
方
と
の
取

決
め
を
す
る
旨
、
代
官
所
へ
連
絡
が
あ
っ
た
。

丑
二
条
御
蔵
納
米
合
計
―
①
小
堀
様
地
廻
し
納
人
足
津
出
し
分

四
〇
、
三
八
〇
石

二
、
〇
〇
〇
石

②
石
原
様
・
小
堀
様
・
重
田
様
嵯
峨
引
の
分

四
、
五
〇
〇
石

③
丑
一
一
月
中
諸
田
様
大
積
の
引
高

一
、
八
〇
〇
石

④
鳥
羽
・
横
大
路
・
伏
見
車
引
高

三
二
、
〇
八
〇
石

（
鳥
羽
・
横
大
路
引
高
二
二
、
四
五
六
石
、
伏
見
引

高
九
、
六
三
四
石
）

鳥
羽
・
横
大
路
引
高
二
二
、
四
五
六
石
は
、
一
二
月
か
ら
四
月
ま
で
の
五
ヶ
月

の
期
間
で
、
晴
天
が
一
月
二
十
日
と
し
て
、
御
用
車
五
六
輛
二
分
五
厘
に
て
の
運

送
を
予
定
し
、
車
輛
一
輛
に
つ
き
四
石
積
み
で
、
一
日
当
り
二
二
五
石
を
引
き
立

て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
方
、
伏
見
引
高
九
、
六
二
四
石
は
、
同
じ
く
御
用
車
二
七
輛
四
分
二
厘
に
て

の
運
送
を
予
定
し
、
車
輛
一
輛
に
つ
き
三
石
五
斗
積
み
で
、
一
日
当
り
九
六
石
余

を
引
き
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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こ
の
仮
仕
出
の
見
積
り
に
対
し
、
一
二
月
三
日
付
で
三
箇
所
車
方
と
も
こ
の
内

容
で
は
請
負
い
は
で
き
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
車
方
の
回
答
に
よ
る
と
、
鳥

羽
・
横
大
路
の
鳥
羽
街
道
車
方
が
一
日
当
り
一
七
五
石
、
伏
見
車
方
が
一
日
当
り

七
〇
石
の
運
送
が
限
度
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
日
割
高
で
は
車
牽
が
六
月

下
旬
ま
で
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
ま
た
次
の
よ
う
に
仕
出
の
見
積
り
を
見

直
し
、
二
通
り
報
告
し
て
い
る
。
一
つ
は
出
役
か
ら
の
理
想
案
で
、
も
う
一
つ
は

車
方
の
意
を
汲
ん
だ
妥
協
案
と
受
け
取
れ
る
。

丑
二
条
御
蔵
納
米
合
計
―
①
小
堀
中
務
納
山
城
国
村
々
地
廻
り
人
足
持
出
し
分

四
〇
、
三
八
〇
石

二
、
一
三
二
石
七
斗
余

②
石
原
庄
三
郎
・
小
堀
中
務
・
重
田
又
兵
衛
嵯
峨
引
分

四
、
〇
〇
六
石
五
斗
余

③
石
原
庄
三
郎
外
六
分
御
蔵
引
入
石
高

二
、
二
八
六
石
余

（
①
〜
③
は
、
一
一
月
一
四
日
〜
一
二
月
四
日
の
間

で
、
鳥
羽
・
横
大
路
・
伏
見
の
三
箇
所
車
方
で
引

く
。）

④
石
原
庄
三
郎
外
七
分
御
蔵
引
入
石
高

四
、
一
六
五
石

（
④
は
、
一
二
月
五
日
〜
同
二
九
日
の
間
で
、
晴
天

一
七
日
を
見
積
も
り
、
三
箇
所
車
方
が
一
日
二
四

五
石
宛
で
引
く
。）

⑤
鳥
羽
・
横
大
路
・
伏
見
車
引
高

二
七
、
〇
九
〇
石

（
鳥
羽
・
横
大
路
引
高
二
〇
、
〇
〇
九
石
、
伏
見
引

高
七
、
七
八
一
石
余
）

鳥
羽
・
横
大
路
引
高
二
〇
、
〇
〇
九
石
は
、
四
月
二
〇
日
ま
で
の
期
間
で
、
晴

天
が
一
月
二
十
日
と
し
て
都
合
七
〇
日
で
、
車
数
七
六
輛
五
分
に
て
運
送
し
、
車

輛
一
輛
に
つ
き
四
石
積
み
で
、
一
日
当
り
二
二
八
六
石
を
引
く
予
定
で
あ
る
。

伏
見
引
高
七
、
七
八
一
石
余
は
、
同
じ
く
車
数
三
一
輛
七
分
一
厘
余
に
て
の
運

送
を
予
定
し
、
車
輛
一
輛
に
つ
き
三
石
五
斗
積
み
で
、
一
日
当
り
一
一
一
石
余
を

引
き
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
妥
協
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

丑
二
条
御
蔵
納
米
合
計
―
①
小
堀
中
務
納
山
城
国
村
々
地
廻
り
人
足
持
出
し
分

四
〇
、
三
八
〇
石

二
一
三
二
石
七
斗
余

②
石
原
庄
三
郎
・
小
堀
中
務
・
重
田
又
兵
衛
嵯
峨
廻
し
分

四
、
〇
〇
六
石
五
斗
余

③
石
原
庄
三
郎
外
六
分
御
蔵
引
入
石
高

二
、
二
八
六
石
余

（
①
〜
③
は
、
一
一
月
一
四
日
〜
一
二
月
四
日
の
間

で
、
鳥
羽
・
横
大
路
・
伏
見
の
三
箇
所
車
方
で
引
く
。）

④
鳥
羽
・
横
大
路
・
伏
見
車
引
高
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三
一
、
九
五
五
石
余

（
鳥
羽
・
横
大
路
引
高
二
三
、
〇
〇
八
石
余
、
伏
見

引
高
八
、
九
四
七
石
余
）

鳥
羽
・
横
大
路
引
高
二
三
、
〇
〇
八
石
余
は
、
一
二
月
五
日
か
ら
翌
年
六
月
下

旬
ま
で
の
期
間
で
、
晴
天
が
一
月
二
十
日
と
し
て
都
合
一
三
二
日
で
運
送
し
、
一

日
当
り
一
七
五
石
を
引
く
予
定
で
あ
る
。

伏
見
引
高
八
、
九
四
七
石
余
は
、
同
じ
く
一
二
月
五
日
か
ら
翌
年
六
月
中
下
旬

ま
で
の
期
間
で
、
晴
天
が
一
月
二
十
日
と
し
て
都
合
一
二
八
日
で
運
送
し
、
一
日

当
り
七
〇
石
を
引
き
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
二
案
を
小
堀
代
官
所
に
て
取
調
べ
、
一
二
月
二
一
日
に
曲
渕
和
泉
守
に
提

出
し
て
い
る
。

こ
の
二
案
の
う
ち
、
前
者
の
理
想
案
が
、
車
方
に
申
渡
さ
れ
た
よ
う
で
、
鳥
羽

車
方
は
一
旦
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
と
し
て
、
正
月
一
〇
日
ま
で
の
猶
予
を
一
二

月
二
五
日
付
で
奉
行
所
へ
申
し
出
て
い
る
。
検
討
の
結
論
は
、
日
々
二
八
五
石
の

運
送
は
、
車
方
困
窮
の
状
況
で
は
困
難
で
あ
り
、
赦
免
を
願
出
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
出
役
連
中
と
も
調
整
の
上
、
横
大
路
村
及
び
上
鳥
羽
村
車
方
問
屋

は
、
次
の
よ
う
な
善
後
策
を
、
代
官
所
宛
に
提
出
す
る
に
至
っ
た
。

此
上
日
々
之
牽
石
高
多
分
之
引
増
者
難
相
成
候
得
共
車
持
と
も
成
丈
ケ
出
精

為
仕
少
々
宛
ニ
而
茂
引
増
可
申
候
得
共
晴
天
計
ニ
而
者
所
詮
引
立
難
相
成
奉

存
候
ニ
付
雨
天
ニ
而
も
為
牽
立
候
様
可
仕
左
候
得
共
日
々
無
懈
怠
牽
立
候
ニ

付
来
る
四
月
下
旬
ま
へ
ニ
者
無
相
違
御
向
々
様
御
米
分
残
牽
立
期
月
御
皆
済

相
成
候
様
可
仕
候
右
ニ
付
而
者
雨
具
等
精
々
手
当
仕
候
得
共
御
蔵
内
仮
御
蔵

迄
車
不
牽
入
候
而
者
い
つ
れ
濡
俵
出
来
仕
候
ニ
付
何
卒
右
仮
御
蔵
ま
へ
雨
天

之
節
計
車
牽
入
之
儀
御
蔵
方
様
へ
被
仰
立
御
免
被
成
下
候
様
仕
度
奉
願
候

つ
ま
り
、
日
々
の
引
高
を
増
や
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
車
引
石
高
を

増
や
す
に
は
晴
天
の
み
の
運
送
で
は
無
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
雨
天
時
の
運
送
も

許
可
願
い
た
い
。
こ
れ
が
か
な
え
ば
、
四
月
下
旬
ま
で
に
間
違
い
な
く
皆
済
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
雨
具
な
ど
の
手
当
と
と
も
に
、

雨
天
の
場
合
は
濡
俵
が
で
き
る
危
険
性
も
あ
り
、
仮
御
蔵
内
へ
の
車
の
引
入
れ
を

許
可
願
い
た
い
と
申
し
出
て
い
る
。

以
上
が
「
鳥
羽
伏
見
横
大
路
三
箇
所
車
方
一
件
」
の
内
容
で
あ
る
。
代
官
所
及

び
出
役
方
か
ら
の
要
求
に
対
し
、
困
窮
の
中
で
車
方
も
苦
心
し
て
い
る
状
況
が
窺

え
る
。
そ
の
結
果
が
、
雨
天
時
の
運
送
で
あ
っ
た
。

四
　
嘉
永
期
の
問
屋
請
負
と
人
足
差
配

最
後
に
、
少
し
時
期
は
飛
ぶ
が
、
加
藤
家
文
書
に
は
嘉
永
期
の
車
方
問
屋
と
人

足
差
配
人
の
再
勤
願
に
関
す
る
文
書
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
く
。

そ
の
一
つ
は
「
城
州
横
大
路
問
屋
再
勤
願
書
写
」
で
あ
る
。

（
15
）

こ
れ
は
、
問
屋
勤

め
を
休
ん
で
い
た
横
大
路
問
屋
四
郎
右
衛
門
及
び
権
十
郎
が
大
津
代
官
所
支
配
の

郡
中
惣
代
宛
に
再
勤
を
申
し
入
れ
た
願
書
で
あ
る
。
文
面
に
よ
る
と
、
横
大
路
問

屋
は
享
保
年
中
よ
り
下
鳥
羽
問
屋
と
相
対
の
上
、
金
三
郎
・
伝
之
助
・
四
郎
右
衛
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門
・
権
十
郎
の
四
人
連
印
で
二
条
詰
米
運
送
を
請
負
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
四
郎

右
衛
門
・
権
十
郎
の
二
人
は
店
方
無
人
に
よ
り
勤
め
を
休
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
よ
り
再
勤
し
た
い
旨
申
し
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

時
点
で
は
、
請
負
人
に
伝
之
助
の
名
前
は
な
く
、
金
三
郎
・
四
郎
右
衛
門
・
権
十

郎
の
三
人
で
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
文
書
に
は
、
当
時
の
納
米
請
負
仕
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
改
め

て
紹
介
は
し
な
い
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
請
負
仕
法
は
、
前
記
の
寛
政
一
一
年
八

月
付
で
池
田
仙
九
郎
代
官
所
支
配
村
々
が
鳥
羽
・
伏
見
問
屋
と
取
り
交
わ
し
た
内

容
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
つ
は
、「
二
条
御
米
差
配
人
取
締
差
入
一
札
写
」
で
あ
る
。

（
16
）

こ
れ
は
、
一

旦
差
配
人
を
退
い
た
久
我
屋
治
兵
衛
が
、
同
郡
中
惣
代
宛
に
、
嘉
永
六
年
よ
り
二

年
間
の
年
限
で
差
配
人
の
申
付
を
願
出
て
お
り
、
そ
の
取
締
約
定
を
記
し
た
文
書

で
あ
る
。
二
条
御
蔵
場
人
足
差
配
人
と
し
て
は
、
既
に
柳
屋
甚
七
と
油
屋
忠
蔵
の

二
人
が
勤
め
て
お
り
、
一
名
の
増
員
と
な
る
。
こ
の
文
書
に
は
、
納
米
百
石
に
つ

い
て
の
御
米
納
入
用
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
し
て
お
く
。

御
米
納
入
用
百
石
ニ
付

一
銀
弐
拾
五
匁

差
配
料
并
内
雇
請
神
氏

一
同
壱
分
五
厘

千
木
諸
掛
替
賃

一
同
五
分

茶
場
入
用

一
同
弐
匁
弐
分
五
厘

上
納
筵
代

一
同
六
匁

米

劣
候
分
撰
出

出
し
人
足
賃

一
同
九
匁
弐
分

悪
俵
直
し
両
口
縄
揉
入
人
足
賃

一
同
四
匁
五
分

染
俵
出
し
入
切
替
俵
直
し
其
外
臨
時
人
足
賃
見
込
も

一
同
五
拾
匁

御
蔵
之
外
諸
入
用
并
内
拵
敷
筵
代
臨
時
入
用
共
見
込

〆
六
拾
七
匁
六
分

こ
れ
を
、『
布
施
市
史
』
第
二
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の

渋
川
郡
九
ヶ
村
の
二
条
詰
米
入
用（

17
）

と
比
較
す
る
と
、
文
化
八
年
で
は
米
三
六
〇
石

の
納
入
用
と
し
て
銀
一
二
五
匁
九
分
九
厘
と
欠
引
請
負
料
や
大
沢
手
引
取
駄
賃
の

米
一
石
二
斗
八
合
が
か
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
嘉
永
六
年
で
は
米
一
〇
〇
石
の

納
入
用
と
し
て
銀
六
七
匁
六
分
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
単
純
に
比
較
す
る
と
、

入
用
が
増
額
し
て
い
る
よ
う
に
窺
え
る
。
た
だ
、
共
通
す
る
差
配
料
・
千
木
諸
掛

替
賃
・
茶
場
入
用
・
上
納
筵
代
と
い
っ
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
約
四
〇
年
を
経
て
、

経
費
は
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
１
）
日
本
経
済
史
研
究
所
『
日
本
経
済
史
辞
典
』
下
巻
、
日
本
評
論
社
、
昭
和
一
八
年
、

一
〇
九
四
頁
。

（
２
）
布
施
市
史
編
纂
委
員
会
『
布
施
市
史
』
第
二
巻
、
布
施
市
役
所
、
昭
和
四
二
年
、
三

二
三
頁

（
３
）
枚
方
市
史
編
纂
委
員
会
『
枚
方
市
史
』
第
三
巻
、
昭
和
五
二
年
、
三
一
〇
頁

（
４
）
森
杉
夫
「
寛
政
改
革
期
の
納
宿
廃
止
」（『
歴
史
研
究
』
第
一
一
号
、
昭
和
四
四
年
、

三
三
頁
）

（
５
）
寛
政
一
〇
年
六
月
付
「
二
条
御
蔵
納
宿
一
件
写
」（
加
藤
家
文
書
）

（
６
）『
門
真
市
史
』
第
四
巻
近
世
本
文
編
、
門
真
市
長
東
潤
、
平
成
一
二
年
、
七
四
―
七

五
頁
。

（
７
）
前
掲
『
布
施
市
史
』
第
二
巻
、
三
二
四
―
三
二
七
頁
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（
８
）
永
原
慶
二
・
山
口
啓
二
編
『
講
座
・
日
本
技
術
の
社
会
史
』
第
八
巻
交
通
・
運
輸
、

日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
、
三
〇
七
―
三
〇
八
頁
。

（
９
）
寛
政
一
三
年
二
月
八
日
付
「
二
条
御
詰
米
着
船
問
屋
場
手
広
願
」（
加
藤
家
文
書
）。

（
10
）
享
和
元
年
三
月
二
四
日
付
「
二
条
御
詰
米
問
屋
差
加
願
御
糺
書
写
」（
加
藤
家
文
書
）。

（
11
）
下
鳥
羽
村
五
三
番
〔
大
沢
家
文
書
〕（『
史
料
京
都
の
歴
史
』
第
一
六
巻
伏
見
区
、
平

凡
社
、
平
成
三
年
、
三
六
三
―
三
六
四
頁
）。

（
12
）
下
鳥
羽
村
六
〇
番
〔
伊
藤
英
夫
氏
所
蔵
文
書
〕（
前
掲
『
史
料
京
都
の
歴
史
』
第
一

六
巻
伏
見
区
、
三
六
七
―
三
六
九
頁
）。

（
13
）
前
掲
『
布
施
市
史
』
第
二
巻
、
三
三
一
―
三
三
二
頁
。

（
14
）
文
化
三
年
正
月
二
六
日
付
「
鳥
羽
伏
見
横
大
路
三
箇
所
車
方
一
件
」（
加
藤
家
文
書
）。

（
15
）
嘉
永
六
年
一
〇
月
付
「
城
州
横
大
路
問
屋
再
勤
願
書
写
」（
加
藤
家
文
書
）

（
16
）
嘉
永
六
年
一
〇
月
付
「
二
条
御
米
差
配
人
取
締
差
入
一
札
写
」（
加
藤
家
文
書
）

（
17
）
前
掲
『
布
施
市
史
』
第
二
巻
、
三
二
八
―
三
三
一
頁
。


